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開講宣言

万葉集に由来する新元号「令和」が時を刻み始めて一年余り。文化の香り高い元号のも
と、心ゆたかに過ごす日々を思い描いていたところに、秋の台風や大雨の被害、そして春
の喜びを打ち消すように、新型コロナウイルスが襲来しました。

落ちてきたら／今度は／もっと高く 美しい／願いごとのように
もっともっと高く／何度でも打ち上げよう 「紙風船」黒田三郎

気持ちが沈みがちな時、唱えてきた祈りのような詩です。ところが、オリンピックの延期に始まり、伝統
ある祭りや行事の中止が次々と報道され、「言葉にすれば願いごとが叶う」という日本人の言霊思想を踏み
にじる勢いで、見えないウイルスがこの世を覆っています。テレビの対談で、劇作家の平田オリザさんが
「誰でも第一に大切なものは命だが、二番目に大切なものは人によって違う。それを尊重し合おう」という
趣旨の話をしておられました。スポーツ、旅行、観劇、読書？……不要不急かもしれないがそれがないと生
きた気がしないほどに大切なもの。極めればどれも、「生涯学習」の名を冠することができるものです。
５月下旬のスマートカレッジ「総合開講式・開講記念講演」を延期とし、何度もくり返す仕切り直しに焦

燥感を募らせていたところに、可能性の火を灯したのは、オンライン配信による「新任職員研修」でした。
蓋を開けると例年以上の申込みがあり、研修後、手応えある感想が次々と寄せられました。新しい生活様式
の中、交流の喜びや、愛情・共感といった人間らしさをカバーする先端技術。その活用と工夫という新たな
風の力も頼りとして、待ちに待った知的航海の始まりです。この季節、窓にそよぐ樹々に寄せて創った自作
の詩をもって、本センター事業の開講を宣言します。

風をはらんでゆさゆさと 大樹の緑が揺れている そしてそのことを 私もまた諾うほかはない
うべな

送り返す光のシグナルは
春の日 わずかに萌え出した枝々から 地球をひと巡りしてきたものの喜び
空の青さを仰いだ時 太い幹が帆柱となって 巡る度に繁りゆくものの誇りの証しであるから
ぐらりと揺らぐ目まいを覚えた

帆をふくらませている風と同じ風に吹かれて
夏を迎えようとする今 私の内部に満ちてくる思いがある
樹々は緑の帆を張って 春の予感を鼓吹している おまえもまた大空をめぐる旅人
われらこそ大空をわたりゆく帆船の群であると…… 繁りゆくこの帆船の水夫であったのだと……

（緑の帆船）

お待たせしました！
「あきたスマートカレッジ」がいよいよ始まります！

新型コロナウイルス感染拡大防止のために延期を余儀なくされてきた総合的な生涯学習講
座「あきたスマートカレッジ」は、６月２７日（土）午前１０時開始の「北条常久特別企画
講座」～「昭和時代」自由と美 そして平和を求めて～から、いよいよスタートします。

北条常久特別企画講座（Ｇ２）のテーマは、
「坂口安吾と遠藤周作～戦後の混乱から日本人の生き方

『堕落論』『桜の森の満開の下』/『海と毒薬』『沈黙』～

このあとは学習案内（当センターwebサイト参照。実物は当センター窓口かお近くの公民
館等に設置）に掲載されているように実施してまいりますが、新型コロナウイルスの感染状
況等によっては延期になる場合があります。
なお、既に延期になった講座については今後順次開催する予定です。開催期日等が決まり

ましたら、当センターwebサイトや講座開催時のアナウンス、配付資料等でお知らせしま
す。
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今年度新設したＫ講座【楽しみながら『防災』を考えよう！～障害のある方のための防災ス
キル～（定員 20 名）」についてのチラシを掲載します。ボランティアとしてお手伝いしてく
ださる方も歓迎しますのでご連絡ください。


